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Fig.6  A comparison between the theoretically estimated cumulative probability distributions 

of the magnetic field strength based on sound pressure level fluctuation and experimentally 

sampled values.

Fig.7  A comparison between the theoretically estimated cumulative probability distributions 

of sound pressure level based on the magnetic field strength fluctuation and experimentally 

sampled values.
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るようである。

　また、炭素介在の他の参考例として、高圧送電線下で炭素材を埋めた場合と埋めない場合

に、磁界に強さについて本理論を用いて推定した結果を付録 Aに示す。更に福島の原発事

故において被爆した周辺地に炭素材を埋めた場合と埋めない場合に測定してみた電離放射線

データ（日の丸産業（株））に本理論を適用した結果を付録 Bに示す（もともと、電離と非

電離放射線の区分は人為性にも基づく側面があることから、同一の本理論を用いて炭素材を

埋めた場合と埋めない場合の相関分析を一応試みてみた）。

４　結言

　今や公知の如く、ヘラクレイトスの火：反発的調和のもと万物流転する（後世、スピノザ

は汎神論としてこれを内で広く深く支えている摂理・実体としての神 =自然とみなした）

との見地のもと、真知は断片化した専門化の個別的姿にはなく、ヘーゲルの指摘：関係的事

実の内にある、との本質的立場に立てば、人間からは学の形で抽象・分析が不可欠だとして

も、その故にこそ、人間知のみで専門化・分解した各異種分野や異種因子間での相互媒介性

（関係性）をこそ先ず第 1に対処する必要がある（真知へは直観の役割も不可欠だが）。こ

の姿勢（Relationism-First）に立脚して、互いの相関性を、全体的秩序のもとに、逐次、深く

階層的にでも究めゆくこと、則ち、教育工学としては、文理融合へ踏み出す Blended 

Learningシステムとしての逐次的深化、普遍化が天人合一、物心相関、身心一如の東洋思想

も反映した大局的見地が重視されねばならぬと考える。そして、その折の時間像は文理融合

にわたる歴史的変遷過程と共に、互いの関係性の一反映として歴史的に創られてきたとの立

場に立って、ほんの一端でも文理融合の姿へ寄与できるかも知れぬ方法論上の一試みと音波

や EM波利用の視聴覚システムの Utility側面とその Risk側面間の関係性に関する原理的一

試行実験をば特に炭素材を介在させて（現段階では特例の形になると思うが）ここに試みに

まとめてみた。

　尚、強調させて頂くとして本報告は視聴覚システムで特に炭素材の介在を中心とした新た

な視点のもとにまとめてみたものである。
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付録Ａ　炭素材を埋めない場合と埋めた場合の高圧送電線下の磁界

　同じ位置とみなせる炭素を埋めた場所と埋めない場所で測定した磁界データを対応させて

その相関分析を行い、その相関情報をもとに、一方の揺らぎデータから他方の揺らぎ分布全

体を推定したのが A.1 である。高次までの相関情報を用いることにより推定曲線は実験値を

よく説明できていることがわかる、また、炭素材の介在による磁界の軽減効果が確認でき

る。

A.1  A comparison between the theoretically estimated cumulative probability distributions of 

the magnetic field strength and experimentally sampled values in two cases with (i) buried 

carbon and (ii) no carbon.
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付録Ｂ　炭素を埋めた場合の電離放射線強度

　同じ位置とみなせる炭素を埋めた場所と埋めない場所で測定した放射線強度データを対応

させてその相関分析を行い、その相関情報をもとに、一方の揺らぎデータから他方の揺らぎ

分布全体を推定したのが B.1 である。高次までの相関情報を用いることにより推定曲線は実

験値をよく説明できていることがわかる、また、炭素材の介在による放射線強度の軽減効果

が確認できる。

B.1  A comparison between the theoretically estimated cumulative probability distributions  of 

equivalent dose and experimentally sampled values in two case with (i)buried carbon and (ii) 

no carbon.




